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特集
相手が変わる！　現場が変わる！
困り事だらけの認知症ケアへの第一歩
「カンフォータブル・ケア」
｜南 敦司

次 号 予 告 　2022年11月号

特集「アディクション─表現の中で安全に壊れること」の赤坂真理さん、
倉田めばさんのお話はいかがでしたか。痛みを表現するために必然としてア
ディクション行為をしているのであって、「生きたいからこそのアディクション」
なのだと私は理解しました。自傷行為をやめたら、支援者からは「治療の成
功」と思われるかもしれないけれど、本人は窒息しそうになっているということ
も。でも、自傷というのは危険が大きい方法だから、同じエネルギーを「表現」
に向けてはどうか、というのが、赤坂さん、倉田さんの実体験から生まれた提
案なのでした。この考え方を受け入れるならば、自傷をやめさせるために身体
拘束をする、保護室に入れる、といったことがいかに的外れかがわかります。
行為そのものに着目せず、エネルギーの向け方を変える、というのは侵襲が少
なく、ポジティブな方法です。経験者の知恵には耳を傾ける価値があります。
▶本誌巻頭に掲載しましたが、山下隆之さんのセミナーが決定しました（無料
です！）。テーマは「頓服」。これは病棟の古い価値観、慣習を変えたい時に
どうすればいいか、という話でもあります。『精神科仕事術』をテキストにします
ので購入してからご参加ください。（特集前に掲示したネスレさんの排便コント
ロールセミナー＠種子田美穂子先生も素晴らしそう！）（石川）

OriHimeの活躍（今月号「レポート」）はすごいことだと感じました。古典的な
方法（本稿の場合は暴露療法など）が効果的でない場合、とにもかくにも
“OriHimeで外に出てみる”という方法があったとは。そして、連載「地域で新
たな切り口を作る人たち」のアソシア大城さんは、精神障害をかかえる若い人
にとっての生活訓練はいわゆる家事練習でなく「社会とのつながり」だと言
い、放課後デイをつくってしまうという驚き！　このような第三の道となるような
新たな支援をつくる仕事は、きっと勇気がいることだろうと思います。利用者さ
んのことがよく見えていないと、できないことだろうとも感じました。▶連載「患
者さんと社会との接点を整えるシンデレラ・メイク講座」が最終回を迎えまし
た。新田マリアさんも、その方の言葉だけでなく「明るくなった表情」を常に見
ていらっしゃいます。新田さんの感性と実践に敬意を表したいです。（米沢）

編集後記

＊予定ですので、著者、内容含めて変更になる場合があります。

特別記事
ハウジングファーストと
オープンダイアローグが
看護に与えるインパクト
｜須賀郁子

話題
新人職員教育に、
シミュレーションと
ロールプレイを用いた
学習会を実施
｜高田康代、ほか（曽我病院）

特別記事
発達障害の診断が出るかなと思って
受診した顛末について
｜高野秀行

寄稿
吃音を持ちながら
私が看護師として働く意義
｜伊神敬人
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